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は緊急時に必要です
救急車は、交通事由ケ刀 急病等か己み左よさんの大切砿生命を守るため

に いつでも出場できる体制をとっています。畠在璽しない輯克等で救急車

を利用すると 畳痛や大ケ刀の人を運ぶのが遅れてしまうとともありますの

で緊急巴時以外には救急車白出場の要請は控えてください。

- 遠慮 賓近鶴. 

• 
89 

救急車の呼び方、
1119.に電話する。

i 1 1 9.が通じたら次のように話してくれ:;zい
会教1きです.
椙所1<1，000・JO醤地 図棟芯 00公園~倒です.
どん忽・ml例えぽ 交通事叡 ケガ 急病等)
払の名前1;;，cにx:xコです.
ごの・隆副，.()()局コocc醤です.

3教急車のサイレノ命聞こえたら

予を上げて救急車を案内してください.

1 1 9番通報

句、、

議応急手当の普及.習会，#時受付してい，す.

〈わしく は消防本稿(曾⑧ 11 9 1)へ.

奈aυみhI諒""哩"""芳有しても写す.
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と施政方針
-・ 1996..820
新年度予

平成8年度の予算寮忽どを蓄積する奈良市級会3月定例会 ふ
開会し、審IAti鋭けられています.
今a機会に，; 平成7年度関係として援実14件、平成8年度関係では報告
12件と新年度予算実忽ど腹案=32件がよ裡さnています.
初日の本会磁で、大川市畏は侵出醗案について鰐細に観瞬、

年度の施政方針花王らびに行政についての所f曹を表明しました。
次のとおりです。
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